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１３ 宮島水族館事業特別会計 

 

「いやし」と「ふれあい」を基本理念に、海の生きものをより身近に感じられる参加・体験型の水族館として管理運営

を行った。平成 27 年度の入館者数は、500,805 人であり、平成 23 年度にグランドオープンして以来の累計入館者数は、

2,777,053人となった。 

区  分 入館者数（人） 水族館使用料（円） 

平成 23年度 660,412 754,063,110 

平成 24年度 626,168 685,946,450 

平成 25年度 497,585 543,062,930 

平成 26年度 492,083 501,785,390 

平成 27年度 500,805 502,564,900 

累    計 2,777,053 2,987,422,780 

 

(1) 一般管理費 

ア 水族館一般管理事業                                       356,506,782円 

 市全域の観光振興と地域経済の活性化に寄与する水族館として、広報・営業活動等を積極的に展開し、集客力と

収益性の向上に努めた。また、ＰＦＩ事業者等により円滑な運営を行うことで、入館者への良質なサービスの提供

に努めた。 

施設維持管理業務委託料                          57,278,880円 

施設運営管理業務委託料                           169,875,200円 

広告宣伝委託料                                     37,000,000円 

樹木伐採業務委託料                      194,400円 

畜養施設消防設備点検業務委託料                30,240円 

 

(2) 施設管理費 

  ア 水族館管理運営事業                                        22,142,186円 

国際的観光地「宮島」の顔のひとつとして、水族館の管理運営を行った。また、展示生物及び手法を見直すこと

により、展示効果を上げることで、入館者の満足度を高めることに努めた。 

        魚類等輸送業務委託料                    4,042,062円 

     空気圧縮機定期自主検査業務委託料               221,400円 

     空気ボンベ耐圧検査業務委託料                                  58,320円 

     クラゲ育成水槽製作業務委託料           108,000円 

 イ 駐車場管理運営事業                                   13,279,454円 

ＰＦＩ事業者による管理・運営により、水族館利用者及び宮島への観光客の重要な中継施設として、また、島民

をはじめ、付近住民、通勤客の利便施設として機能した。 

一時利用による利用台数は、26,443 台で、前年度に比べ 123 台の減少となった。特に、前年度から引き続き大型

車の減少が著しく、旅行会社等のツアーによる団体客数が落ち込んでいることがその要因と考えられる。一方、ツ

アー形態が団体旅行から個人又は少人数向けに移行していることや、ガソリン価格の下落により、普通車及び中型

車の利用は増加した。 
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区           分 台数（台） 駐車場使用料（円） 

 

 

 

 

平成 26年度 

定時利用 普通車 493 4,893,700 

 

 

一時利用 

二輪車 441 132,300 

普通車 19,703 21,205,000 

中型車 888 2,671,000 

大型車 5,534 19,380,500 

合 計 26,566 43,388,800 

 

 

 

 

平成 27年度 

定時利用 普通車 529 5,264,740 

 

 

一時利用 

二輪車 335 100,500 

普通車 20,803 22,308,000 

中型車 915 2,759,000 

大型車 4,390 15,388,500 

合 計 26,443 40,556,000 

 

駐車場施設維持管理・運営業務委託料                       12,078,720円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


